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今年度はMEGの基幹検出器のひとつである液体キセノンガンマ線検出器を建設し､試験運転､検出器較
正、液体キセノン純化､吸収長測定を予定していたが、クライオスタット製作のための低透磁率のス
テンレス材を入手することが困難であったため完成することができなかった。現在は建設が順調に進
行しており平成18年度中に全ての試験をやり終えデータ収集を開始する。 
 
超伝導電磁石（COBRAマグネット）については、その磁場分布測定、及びミュー粒子ビームラインと
の同時運転によるビーム計測を実行した。磁場分布測定を行うにあたってはビーム輸送用ソレノイド
の効果も正しく評価するため、双方の磁石を励磁して行った。 
 
イタリアグループと共同して液体キセノン検出器の建設に必要な光電子増倍管（PMT）の試験を全数
（約1000本）について行った。PMT試験を行うにあたっては液体キセノン中での動作を確認する必要
がある。このためPSI研究所に設置されている液体キセノン検出器プロトタイプ内で低温試験を行っ
た。性能試験を行うにあたっては、キセノン中に配置されたLEDおよび極細ワイヤー上に配置したア
ルファ線源を利用して行った。試験結果は全てデータベースに登録され検出器運転時の較正データと
して使用する。 
 
キセノン検出器クライオスタット製作が予定よりも遅れたため、予定していた各種試験は現有の1000
リットル貯蔵容器を使って行った。真空ポンプ運転制御や冷凍機制御を行うスローコントロールシス
テムの試験、キセノン純化装置の試験を行い、全ての機器が設計どおり動作していることを確認した
。 
 
平成18年度には本格的なMEGのデータ収集が開始する。データ収集中の検出器モニターを行ったり、
取得したデータを迅速に解析し、いち早く物理結果を得るために必要となる各種ソフトウェアの開発
を行った。 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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